
5 2006.4

で
の
日
本
の
二
酸
化
炭
素
の
削
減
目
標

数
値
は
６
％
と
な
っ
て
お
り
、
う
ち

3.9
％
は
森
林
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
次
代
に
美
し
い
地
球

と
郷
土
を
引
き
継
ぐ
た
め
、
森
林
の
整

備
を
基
本
に
、
家
庭
・
行
政
・
事
業
者

に
お
い
て
節
電
、
節
水
に
努
め
る
と
と

も
に
、
農
業
分
野
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
に
も
取
組
み
ま

す
。

２　
「〝
安
心
温
度
〞の
高
い
暮
ら
し
を

み
ん
な
で
支
え
よ
う
」

　

少
子
高
齢
社
会
の
な
か
で
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
安
心
し
た
暮
ら

し
を
支
え
る
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」

の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
が

最
も
期
待
す
る
分
野
で
あ
る
と
同
時
に
、

町
政
の
大
き
な
課
題
で
す
。
社
会
福
祉

の
理
念
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し

く
生
き
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
で
、

お
互
い
が
支
え
あ
う
心
を
持
っ
て
、
社

会
全
体
で
そ
の
実
現
に
取
組
む
こ
と
が
、

町
民
の
願
う
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢

化
に
伴
う
福
祉
制
度
改
革
に
適
切
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
誕
生
す
る

「
町
立
北
宇
和
病
院
」
を
中
核
と
す
る
地

域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

町
民
・
民
間
組
織
・
関
係
機
関
・
行
政

で
連
携
し
、
児
童
・
障
害
者
・
高
齢
者

を
は
じ
め
、
全
て
の
人
の
権
利
を
尊
重

す
る
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
福
祉
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
す

べ
て
の
町
民
が
地
域
の
温
か
さ
を
実
感

し
な
が
ら
、
健
康
で
暮
ら
し
て
い
く
社

会
（〝
安
心
温
度
〞
の
高
い
暮
ら
し
）
の

形
成
を
目
指
し
ま
す
。

⑴
一
人
ひ
と
り
の
健
康
支
援

　

町
民
参
加
型
で
健
康
増
進
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か

ら
の
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
を
図
る
と

と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り

活
動
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
乳
幼
児
健

康
診
査
・
育
児
相
談
・
家
庭
訪
問
等
を

通
じ
た
母
子
保
健
の
充
実
、
健
康
診
査
・

健
康
教
育
・
認
知
症
予
防
や
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
の
老
成
人
保
健
の
充
実
、

感
染
症
の
予
防
・
拡
大
防
止
対
策
を
講

じ
ま
す
。
精
神
障
害
者
が
自
立
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
た
地
域
支
援

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
保
健

推
進
委
員
会
や
健
康
を
守
る
会
な
ど
地

区
組
織
の
活
動
を
支
援
し
、
地
区
ぐ
る

み
で
健
康
を
守
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

⑵
地
域
医
療
の
充
実

　

町
内
に
病
院
２
カ
所
、
町
立
診
療
所

４
カ
所
、
個
人
診
療
所
７
カ
所
、
歯
科

診
療
所
３
カ
所
が
あ
り
、
第
１
次
医
療

機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
、
専
門
科

目
の
不
足
な
ど
に
よ
る
町
外
医
療
機
関

へ
の
患
者
の
流
出
、
町
立
診
療
所
施
設
・

設
備
の
一
部
老
朽
化
と
医
師
の
継
続
的

な
確
保
へ
の
不
安
な
ど
に
よ
り
、
地
域

医
療
体
制
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
町
立
北
宇
和
病
院
を
中

核
と
す
る
地
域
医
療
体
制
の
再
構
築
、

各
医
療
機
関
と
の
適
切
な
機
能
分
担
に

よ
る
良
質
な
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
の
連
携
強
化
に
取
組
み
ま
す
。

⑶
子
育
て
支
援
の
充
実

　

〝
子
ど
も
は
ま
ち
の
宝
〞
を
合
言
葉

に
、
家
庭
を
中
心
に
地
域
と
関
係
機
関

が
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど
も
の
人
権
尊

重
と
子
育
て
環
境
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
保
育
所
で
は
、
早
朝
・
い
の
こ
り

保
育
や
施
設
設
備
の
計
画
的
な
改
修
に

よ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
ほ

か
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
、
防
犯
対
策
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
等
経
済
支
援
に
も

取
組
み
ま
す
。

⑷
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

本
町
で
は
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
り
、

要
援
護
高
齢
者
が
急
増
し
、
高
齢
者
施

策
が
重
要
な
課
題
で
す
。
介
護
保
険
事

業
と
高
齢
者
福
祉
事
業
と
の
両
輪
に
よ

る
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、 

〝
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
・
認
知
症
に
な

ら
な
い
〞
元
気
老
人
対
策
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉
は
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
理
念
の
下
、
支
援
費
制
度
に
よ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
精
神
障
害
者

小
規
模
作
業
所
な
ど
の
運
営
に
よ
り
、

自
立
支
援
と
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す
。

⑸
地
域
福
祉
の
推
進

　

町
民
参
加
型
の
地
域
福
祉
計
画
の
策

定
を
進
め
、
福
祉
意
識
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
町
民
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
自
治
会
組
織
や
精
神
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
・
活
動
支
援
、
公
民
館

等
拠
点
機
能
の
充
実
に
取
り
組
み
、
お

互
い
が
支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

⑹
社
会
保
障
制
度
の
運
営

　

国
民
健
康
保
険
事
業
、
介
護
保
険
事

小児予防接種

総合福祉センター「ひまわり」


